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【目的】6年制薬学教育の重要なカリキュラムである実務実習では､学生を担

当する指導薬剤師および大学教員の指導能力の向上は必要不可欠である｡今回､

本学学生の病院実習を指導する昭和大学付属病院の薬剤師､大学教員を対象に ｢病

院実習指導者ワークショップ｣を開催し､その有用性を検討したので報告する｡

【方法】平成24年7月に行われた本ワークショップでは､テーマ1 ｢学生に合

わせた個別指導の工夫とは?｣､テーマ2 ｢学生に合わせた個別指導方法を身につ

けるには?｣について､病院薬剤師と大学教員が同じグループとなり､ワール ド

カフェによる情報共有､小グループ討議と全体討論を行った｡また､｢おとなしい

学生｣や ｢積極的すぎる学生｣といった問題のある学生と薬剤師の病棟でのロー

ルプレイのビデオを供覧し､学生-の接し方､指導方法等について討議し､改善

方法を検討した｡そして､本ワークショップの有用性を評価するために､ワーク

ショップの前後で､参加者を対象にアンケー ト調査を行った｡

【結果】アンケー ト調査の結果､学生とのコミュニケーションについて､ワー

クショップ参加前に ｢やや不安がある｣､｢不安がある｣と回答した参加者の割合は

68%であったのに対し､ワークショップ参加後には ｢やや不安がある｣､｢不安が

ある｣と回答した参加者の割合は37%に減少していた｡

【考察】実務実習における学生指導は､各指導薬剤師や教員が学生を相手に､

日々試行錯誤して行っているのが現状である｡本ワークショップのように病院薬

剤師と大学教員が一堂に会して情報交換や討論を行うことで､より良い指導方法

を模索し､質の高い指導が可能になると考える｡


